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　　　　　　　　　　　　　大学生活は、
彼らに何を残したのか？

20 代のキャリアと学生時代の経験に関する調査報告書
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■調査概要

【調査の目的】

【調査の設計】

【実施概要】

　本調査は大学時代の生活実態あるいは就職活動内容が、その後の社会人としての適応、現状の自己評価などにどのよ

うな影響を与えるのかを調べることを目的として実施されたものである。　

　大学生の生活、就職活動など大学生の実態を明らかにする調査は数多く実施されている。また、社会人 1年目から

３年目の若年労働者に関する調査についても多くの調査が実施されている。だが、両者をつなぐ縦断的な調査は極めて

少ないのが実情である。「大学と社会をどのように接続していくのか」というテーマは長く議論され今日においてはそ

の重要性はますます高まってはいるが、それを実証的に探索するデータセットは充実していない。本調査は、そうした

状況を踏まえて企画・設計されたものである。



6

【回答者のプロフィール】

上段＝Ｎ

下段＝％
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【分析対象者の抽出】

【変数の作成】

職業能力・職業的態度（「Works」No.102,　「新卒選考ルネサンス」ワークス研究所）
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　職業的信念は、職業・仕事経験を通じて形成されるものであり、大学生の時点では、ほとんど形成されていないもの

とみなされる。

　それに代替するものとして、キャリア観に着目した。自身が仕事・キャリアを形成していく上での志向・価値観であ

り、本調査において探索的にその実態を調査し、因子分析を行って８つの志向を類型化した。結果は別表のとおりであ

る。８つの志向は以下のような特徴を持っている。

　　グロー志向／自身の成長・向上を強く望む志向

　　エスケープ志向／仕事を人生の手段的に捉え、やや距離を取ろうとする志向

　　ゴール志向／自身のキャリアビジョン・プランを明確に設定しようとする志向

　　フィット志向／自分に合ったあるいは自分らしい職業・仕事に就くことを望む志向

　　ワンダー志向／組織・集団への帰属意識が弱く、転職を厭わない志向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　リクエスト志向／自らが所属する企業により質の高い状況を求める志向

　　ラブ志向／所属する組織や集団への愛着や一体感を重視する志向

　　ステイタス志向／会社のステイタス、賃金の高さなどの外的要因を重視する志向

　志向の尺度化に当たっては、各志向に該当する五件法の設問の回答結果を平均したものを得点とした。
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　企業という新たな組織への入社を果たして以降の適応状況、リアリティショックの実態を探索するために、「最初の

配属先の決定」「教育研修」「会社の事業方針・ビジョン」「社内ルール・常識」「担当した仕事内容」「評価のしくみ・

実態」「上司」「同僚・先輩の能力や資質」「職場の人間関係」「勤務地」「勤務時間・休日」「給与・福利厚生」「会社に

勤めるということ全般」に関してのギャップと適応状況を訊ねた。また、これらの回答結果のすべてを合計得点化し、

後の分析に用いている。

　本人の現状評価を測定する一側面として自我アイデンティティに着目した。仕事・キャリアの実態を測定する評価指

標としては「会社満足度」「仕事満足度」などが代表的なものであるが、組織との関係あるいは仕事への取り組み姿勢

だけではなくそれらの土台となる心理的・精神的な安定度合いに留意することがこの領域における研究においては重要

であるととらえ、評価変数に加えた。測定においては、多次元自我同一性尺度を使用した ( 谷冬彦，2001，「青年期に

おける同一性の感覚の構造――多次元自我同一性尺度（MEIS）の作成」『教育心理学研究』49：265-273)。「対自的同

一性」「対他的同一性」「自己斉一性・連続性」「心理・社会的同一性」の４つの観点から構成されている尺度であり、

エリクソンが定義したアイデンティティの多義性を立体的に把握する尺度である。各項目は五件法からなる設問５問に

よって構成されており、その合計得点（4-20）をスコアにした。高ければ高いほど、各同一性が高い状態であると捉

える事が出来る。
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Ｐａｒｔ１　大学生活の実態と評価

1-1　大学生活の優先順位・考え方や価値観の変化

　大学生活には、講義・ゼミなどの学び、サークル・アルバイト・友人との交流など様々な要素があるが、人それぞれ

にその優先順位は異なる。その状況をとりまとめたのが図１－１－１である。全体を概観すると、何かが大きく突出す

るという傾向はなく、優先順位が多様なものに分散しているということも見てとれるが、その中でも「友人との交流」

の優先順位がとても高かったあるいはやや高かったと答えた人は８８．９％にのぼり、大学生活のもっとも重要なファ

クターであることが分かる。次いで、就職活動（７６．３％）、講義（７１．９％）、ゼミ（６５．８％）、アルバイト（６４．６％）

と続く。正課教育の優先順位の高さもうかがえるが、就職活動・アルバイトなどの副次的な項目がそれと拮抗している。

なお、かつての大学生の代名詞であった「サークル」の優先順位の高さは５３．０％と講義外学び（５３．５％）を下回

る。しかし、優先順位が「とても高かった」という回答を見ると、友人（５７．２％）、就職活動（４３．５％）に次い

でサークル（３３．０％）が位置し、ゼミ（３２．６％）、講義（２３．９％）より高い数値を示している。サークルの「活

動の機会がなかった」人は１７．４％にのぼるなど、この活動に参加する人の数は多くはないが、一方で優先順位が「と

ても高かった」という人が多いこともこの活動の特徴である。

　こうした大学生活での各項目での経験が、自身の考え方や価値観の変化をもたらす。その状況をとりまとめたのが図

１－１－２である。優先順位同様に、友人（とても変わった＋少しは変わった＝８５．７％）、就職活動（７８．４％）

が高く、次いでアルバイト（７０．４％）、講義（６３．７％）、ゼミ（６２．４％）と続く。ここでも、正課教育以外の

項目の高さがうかがえる。「とても変わった」という数値に着目すると、友人との交流（５８．４％）、就職活動（４７．２％）、

アルバイト（３６．７％）、サークル（３５．３％）、ゼミ（２８．６％）と続く。優先順位同様に、サークル活動が自身

の考え方や価値観に及ぼす影響は、相対的に高いといえる。

　優先順位が特に高い、強く変化をもたらしたという項目に共通するのは、「人間関係の濃密性」「集団の凝集性」であ

る。大学生は、そのような状況から、多くの「学び」を獲得していると推測される。
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1-2　大学時代に獲得した能力・態度

　上記のような大学生活とその中の多様な経験を通じ、大学生は、さまざまな職業能力・職業的態度を身につけてい

く。その能力のうちの汎用的能力 =基礎力の入学時および卒業時の保有・獲得状況をきいたところ、いずれの項目に

おいても入学時から卒業時にかけての大きな上昇がみられた（図１－ 2－ 1、１－２－２、１－２－３、１－２－４）。

卒業時に各基礎力を「十分に持っていた」あるいは「多少は持っていた」とする比率は、親和力（８６．７％）、協働力

（８３．２％）、感情制御力（７８．７％）、実践力（７８．１％）と続く。特に、課題発見力（入学時２９．１％→卒業時

７１．８％）、計画立案力（入学時２８．８％→６４．２％）の相対的な向上が顕著であり、大学生活の中で課題発見力・

計画立案力などが磨かれる機会は多いと言ってよいだろう。

　大学で身につく能力としては、専攻分野の体系的な知識があげられる。これは専ら「講義」「ゼミ」によって形成さ

れるものと考えられるが、基礎力はそれだけとは限らない。前述の多様な経験機会を通じて、総合的に形成されるもの

と想定される。
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　職業的態度の一側面であるローカスオブコントロールの入学時および卒業時のスコアを測定したところ、入学時から

卒業時にかけての大きな変化はみられなかった（図１－ 2－５，１－２－６）。卒業時に向けて若干の増加がみられは

するが、これをもって大学時にローカスオブコントロールの数値が変化するとは断定できない。
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　職業的態度の一側面である信頼感の入学時・卒業時のスコアを測定したところ、自己への信頼・他者への信頼につい

ては入学時から卒業時にかけて「とてもそう思っていた」＋「ややそう思っていた」の数値が増加傾向にある（図１－

２－７、１－２－８、１－２－９、１－２－１０）。特に他者への信頼の尺度の一部を構成する設問（「私は現実に信頼

できる特定の他人がいる」）の数値は入学時（６６．７％）→卒業時（８８．０％）と大きく上昇している。大学時代の

優先順位の高かった「友人との交流」を通し、こうした信頼できる友人・知人との出会いが果たされているということ

がうかがえる。だが、「不信」のスコアも入学時から卒業時にかけて上昇している。自己への信頼・他者への信頼の形

成が進む一方で、社会あるいは不特定他者に対する不信の感情が高まっているという点は注目に値する。

　この結果から、職業的態度の中には、大学生以前に、基本的な態度として形成されるもの、大学時代にも進化形成さ

れるものがあること、また変化の方向は必ずしも望ましいものばかりではないことが想定される。
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　職業的態度の一側面であるキャリア観を構成する各設問の回答結果は図１－２－１１のとおりである。「自分に合っ

た職業・仕事に就きたい」「仕事を通じて自分自身を成長させていきたい」「自分の能力・スキルは自分が自律的に高め

るべきだ」といった価値観の強さが顕著な結果として表れている。キャリア観の８つの志向に注目すると（図１－２－

１２）、フィット志向（４．３０）、グロー志向（４．０４）という志向の高さが顕著である。これらは多くの回答者が強

く志向しているものであるといえる。ラブ志向（３．３０）、エスケープ志向（３．２０）、ゴール志向（３．１８）は、

それらを強く志向する人としていない人に大別されている。男女差を見るとゴール志向（男３．４３、女３．０４）、グロー

志向（男４．１３、女３．９９）の差が顕著である。
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　これらの志向・価値観は、大学時代に、特には就職活動を通して形成されたものと、それ以前に形成されたものがあ

ると考えられる。また、環境適応性同様に、早期に形成され変わりにくいものと、大学卒業後も、さまざまな経験を通

じて形成・変化するものがあると考えられる。

1-3　大学生活評価

　大学生活の満足度を問うたところ（図１－３－１）、「とても満足している（２９．７％）」、「まあ満足している

（４５．３％）」と７割以上が満足しているという結果となった。男性に比べ女性の方が満足度が高いという傾向が見て

とれる。また、卒業後５年目、６年目以降に比べ４年目以前の満足度が高い傾向がある。

　　

　大学生活の忙しさを聞いたところ（図１－３－２）、「とても忙しい（１７．３％）」、「やや忙しい（４０．９％）」と約

６割が忙しさを感じている。男性に比べて女性がより忙しさを感じており、また、近年卒業した人ほど忙しさを感じる

傾向にある。
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　大学時代の友人との交流が現在も続いているかと聞いたところ（図１－３－３）、「多くの友人との交流を続けている

（１８．８％）」「特定の友人との交流を続けている（６８．８％）」と９割近くの人が現在も大学時代との友人との交流を

続けていることがわかった。「日常的に会っている（２２．５％）」、「日常的にメールやネット上でのやり取りをしてい

る（３５．３％）」とそれらの交流がかなり濃密に続いているということもうかがえる（図１－３－４）。
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1-4　「大学生活の優先順位・考え方や価値観の変化」が「大学時代に獲得した能力・態度」「大
学生活評価」に与える影響

　大学生活の優先順位あるいは考え方・価値観の変化は、基礎力・態度・キャリア観あるいは大学生活評価にどのよう

な影響を及ぼすのだろうか。それらの相関係数を概観すると、両者に強い関係がみられるのはごく一部である（図１－

４）。

　対人基礎力は優先順位／友人（相関係数０．３２８）、優先順位／サークル（０．３０４）との関連が強く、こうした

行動経験を通じて対人基礎力が高まることが想定される。また、対自己基礎力・対課題基礎力、ローカスオブコントロー

ル、信頼感／他者への信頼、グロー志向、ゴール志向、ラブ志向、ステイタス志向、大学時代の友人との交流、大学生

活の忙しさ、には、微弱ではあるがいくつかの項目に相関関係があることがうかがえる。その他の項目に関しては、い

くつかの変数に有意な相関があることが確認できるが、その相関係数はきわめて小さいものであり、両者の間に何らか

の関係が認められるとは断言できない。特に、こうした項目と関係があると予期された大学生活満足度との関係を見る

と、いずれの相関係数も０．１５を下回っている。

　この結果から想定されるのは、単に優先順位が高かった、つまり、多くの時間を費やしたという事実・認識や、何ら
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かの価値観が変化したという事実・認識ではなく、その実態の違いによって満足度につながるもの、つながらないもの

の差があるということである。各回答者の認識ではなく、その実態を定性的に調査・探索していくことが重要である。

1-5　大学時代に獲得した能力・態度間の関係

　大学時代に形成された能力・態度が相互にどのような関係にあるのか、あるいは影響を及ぼしあるいは及ぼされてい

るのか。それぞれの相関係数をとると多くに密接な関係がみられる（図１－５）。たとえば、対人・対自己などの基礎力と、

ローカスオブコントロール・自己への信頼・他者への信頼・あるいはグロー志向などは、高い相関関係にある。また、ロー

カスオブコントロールと、信頼感・グロー志向などのいくつかのキャリア観の間にも強い相関がある。信頼感とキャリ

ア観の関係を見ると、自己への信頼とグロー志向・エスケープ志向（マイナス相関）、他者への信頼とグロー志向・ラ
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ブ志向、不信とゴール志向の間に弱いながらも相関がみられる。

　基礎力が高まれば、自己への信頼・他者への信頼が高まる。あるいは、ローカスオブコントロールが Internal になる

ほど、グロー志向・ゴール志向が高まり、エスケープ志向が減衰する。こういった相関関係は、十分に想定されるもの

ではあるが、ゴール志向と不信のプラス相関は想定の範囲外の相関関係である。
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Ｐａｒｔ２　就職活動の実態と評価

２－１就職活動の概況

●活動時期

　就職活動の開始時期および終了時期を聞いた（図２－１－１、２－１－２）。開始時期でもっとも多いのは３年生の

１０月（２５．６％）であり、就職活動は３年生の夏休み前に始める人を皮切りに、３年生の１０月に活動開始のピー

クを迎えるが、４年生の４月以降に始める人も７．５％いる。

　３年生の３月までに就職活動を終了した人も４．９％存在するが、多くは４年生の４月（２３．７％）、５月（２５．２％）

に終えている。それ以降、漸減しながらも４年生の１月から３月まで続く。なお、５年生と表示されているのは留年生

であるが、就職留年とは限らない。

●活動量

　セミナーや説明会への参加企業数（図２－１－３）は、２０～３９社が４１．４％と最も高いが、４０社以上の人も

３０％以上いる。応募企業数（図２－１－４）は、３０社以上が３５．５％と最も高く、面接企業数（図２－１－５）のピー

クは１０～１９社が４１．０％である。内定企業数（図２－１－６）は、１社が３５．６％だが、３社以上も３４．６％

存在する。　
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　ＯＢ・ＯＧ訪問経験の有無を聞いたところ（図２－１－７）、４３．６％が経験していると回答した。先行した調査（「20

代キャリア /キャンパス調査」ワークス研究所、2009）における大学生全体の平均値（21.9％）よりかなり高い結果となっ

ており、Ａ大学クラスの就職活動の実態においてはＯＢ・ＯＧ訪問をする比率が高いことが見てとれる。ＯＢ・ＯＧ訪

問人数（図２－１－８）は、１人～４人以上がほぼ同じ水準で並んでいる。

●活動内容

　就職活動の内容について聞いた。自己分析への取り組み、企業探しへの取り組み、エントリーシートへの取り組

み、面接対策への取り組みの４つの取り組みについて、その取り組み度合いを聞いたところ（図２－１－９、２－１－

１０、２－１－１１、２－１－１２）、自己分析、企業探し、エントリーシートについては、７割以上の人が「とても

熱心に取り組んだ」ないしは「多少は熱心に取り組んだ」と答えている。また、面接に関しても、６割弱の人が「熱心

に取り組んだ」と答えている。これらは、男性に比べて女性のほうが熱心に取り組むという傾向が顕著である。企業探

し、エントリーシートへの取り組み、面接対策については、近年になるほどその活動の熱心度合いが増しているという

ことが顕著に見て取れる。この変化は、景気の変動とは連動していない。就職活動が年々高度化し、学生もそれに対応

するようにより高度に武装化していることがうかがえる。
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●就職活動での相談・活用先 

　就職活動において相談をしたり活用したりした人・チャネルについて聞いたところ（図２－１－１３、２－１－

１４）友人・知人への相談が７１．４％と最も高い数値を示した。次いでマニュアル等の活用（５２．２％）、親・兄弟・

親戚への相談（４４．０％）、就職課・キャリアセンター（４０．５％）と続いている。また、近年になるにつれて、ほ

ぼすべての項目のスコアが高くなっている。ここからも、就職活動の高度化、大学生の武装化が見て取れる。また、キャ

リアセンターなどのサポート体制が年々充実していることもある。そのメリットを享受しているとも読み取れるが、親、

大学などが過剰に世話を焼いているのではないかという批判とも整合的な結果である。　　　　　　　　　　　　　　
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●エントリーシートでの工夫

   エントリーシートや面接において、自分をよりよく見せる工夫（事実より大げさに書く、本音とは違うことを言う）

の有無について聞いたところ（図２－１－１５）、６割以上の人が「かなりした」あるいは「少しはした」と回答している。

この傾向は、男性より女性に強く、また、近年になるほど強いものとなっている。ここにも、就職活動の高度化、大学

生の武装化が表れている。

●インターンシップ経験    

 　「インターンシップ経験」を問うたところ（図２－１－１6）、２割強の人が何らかのインターンシップを経験したと

回答している。インターンシップ経験率は近年になるほど上昇している。
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●キャリアに関する受講経験

　大学内でのキャリア教育施策などの「キャリアに関する受講経験」を聞くと（図２－１－１７）、３４、３％の人があっ

たと回答している。この数値も近年になるほど上昇している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　大学生の就業力支援に向けての取り組みは、強化されている。今後設置基準にも組み込まれることから、この趨勢は

続くものと考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●活動成果・評価

　入社した企業の志望度をきいたところ（図２－１－１８）、活動当初からの第一志望企業という回答は１３．１％、就

職活動を進める中で第一志望になったという回答は５３．２％と、第一志望に入社したという回答は全体の三分の二を

占めている。これらの数値は入社６年目以降から入社２年目にかけて上昇していたが、入社１年目では下降している。

近年の景気動向を受けて、大手企業が採用数を縮小していることが影響していると思われる。　　　　　　　　　　　

　入社した企業の満足度をきいたところ（図２－１－１９）、３５．０％が「大変満足だった」、４６．０％が「まあ満足

だった」と回答し、満足であるという回答者は８割を超えている。この傾向は男性より女性において顕著であり、また、

卒業後２年目から４年目の人たちの満足度がやや高い傾向にある。

　就職活動が充実していたかどうかを聞いたところ（図２－１－２０）、１７．３％が「とても充実していた」、

４５．８％が「まあ充実していた」と回答し、充実していたとする回答数は６割を超えている。この数値は、近年にか

けて高まるという傾向を見せている。　
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２－２　就職活動への取り組み姿勢への影響要因

　自己分析あるいは企業探し、エントリーシート作成、面接対策といった就職活動への取り組み姿勢の度合いの合計得

点は、大学時代の行動、経験、あるいはそれによって形成された能力・態度などとどのような関係があるのだろうか。

重回帰分析を試みたところ（被説明変数として「大学生活での優先順位」「大学生活での考え方や価値観の変化」「基礎力」

「ローカスオブコントロール」「信頼感」「キャリア観」「インターンシップ経験」「キャリアに関する受講経験」を投入）、

有意なものとして、図２－２－１の項目が抽出された。大学生活の優先順位／就職活動　との関係が強いことは自明で

あるが、その他の関係についてはあまり強い関連は見られていない。

　就職活動とその評価、および大学生活評価の関係を見るため、相関分析を行った（図２－２－２）。就職活動の充実度と、
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各々の就職活動項目の多くには高い相関関係が見られる。企業探しへの取り組み（相関係数０．３９３）、エントリーシー

ト作成への取り組み（０．３７８）、就職活動を量的にも質的にも熱心に取り組むほど、充実度が高まるという傾向が顕

著である。また、就職活動は、早くから始めるほど充実度が高く、遅くまで続けているほど充実度が下がるという傾向

にある。

　入社した企業への満足度と、各就職活動項目の相関は、就職活動の充実度との関係ほど密接ではない。企業探しへの

取り組み、エントリーシートへの取り組みなどの質的な側面、あるいは就職活動を早く終えるか、そういった面がやや

相関するにとどまる。

　大学生活満足度と就職活動項目との間には、強い相関関係は全く見られない。就職の結果に関する満足（入社した企

業の満足度）と就職活動の実態とには、あまり強い関連がなく、更に大学生活の優先順位あるいは考え方や価値観の変

化と同様に、大学生活満足度と就職活動の間にもほぼ関連がないということが見てとれる。

　これは、上位大学における就職活動が質的に高度化していることをうかがわせる結果である。先行した調査（「20代

キャリア /キャンパス調査」ワークス研究所、2009）においては、活動量と入社企業満足度の間には、明確な関係が

見て取れた。中下位校における就職活動支援は、企業との接触機会を増やすことで一定の成果が上がる。しかし、上位

行学生には、そのような支援策は通用しない。この層の就職活動の悩ましさが改めて浮き彫りになっている。
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Ｐａｒｔ３　初期キャリアの適応の実態

３－１　キャリアスタート時の状況

●仕事の難易度とその達成状況

　大学を卒業し初めて社会に出た社会人１年目の状況についていくつかの観点で訊ねた。１年目の仕事の難易度につい

ては（図３－１－１）、「とても難しかった」２２．３％　「多少は難しかった」４５．８％と両者合計で７割近くを占め、

初めて携わる仕事の難易度が高いものであると認識している傾向が強く窺える。また、この傾向は近年になるほど強化

されており、卒業１年目では７４．０％の人が「難しかった」と答えている。

　１年目の仕事の達成度についても同様に訊ねたところ（図３－１－２）、「高い成果をあげていた」と答える数値は８．

２％にとどまっているが、４３．８％の人が「そこそこの成果をあげていた」と一定以上の責任が果たせたという実感

を持っている。しかし、両者の数字は合わせても５割をやや超える程度であり、半数近くの人が自身の仕事の出来映え

についてあまり手ごたえを得ていなかったことが見て取れる。なお、この傾向は近年になるにつれて顕著であり、卒業

後１年目では「高い成果をあげていた」が３．８％、「そこそこの成果をあげていた」が３７．８％、と両者の合計が４

割強にまで落ち込んでいる。

●リアリティショックと順応状況

　会社・仕事・職場へのギャップ（リアリティショック）の実態についても訊ねた（図３－１－３）。最も大きなギャッ

プがあったと回答しているのは「担当した仕事内容（「かなりギャップがあった」２７．６％、「多少はギャップがあっ

た」３７．６％）であり、約３分の２の人が初期の仕事内容に関するギャップを感じている。ついで、「上司」（同

22.3 

23.0 

21.9 

24.0 

23.3 

23.5 

20.7 

23.4 

16.1 

45.8 

42.7 

47.5 

50.0 

45.9 

44.1 

45.6 

43.6 

43.1 

10.8 

12.6 

9.7 

12.0 

11.7 

8.4 

9.1 

10.9 

13.8 

16.4 

16.2 

16.5 

10.7 

15.3 

19.1 

18.2 

19.1 

18.3 

4.6 

5.4 

4.2 

3.1 

3.6 

4.8 

6.4 

3.0 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3-1-1

8.2 

8.8 

7.9 

3.8 

7.0 

10.2 

13.5 

5.9 

10.6 

43.8 

37.8 

47.3 

37.8 

45.6 

40.3 

44.5 

48.8 

50.5 

27.1 

27.2 

27.1 

34.0 

26.5 

29.1 

23.2 

25.4 

19.7 

16.9 

19.6 

15.3 

20.9 

16.7 

15.8 

15.2 

15.5 

15.6 

3.9 

6.6 

2.3 

3.3 

3.9 

4.6 

3.6 

4.3 

3.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

3-1-2



29

２１．４％、３６．１％）「社内ルール・常識」（同２１．７％、３４．１％）となっており、身近な職場での実態に対する

ギャップの大きさが浮かび上がっている。一方で、「勤務地」「会社の事業方針・ビジョン」といった明示的な項目に対

するギャップは低くなっており、入社以前に伝わる情報と伝わらない情報の差が明確に浮かび上がっている。

　ギャップについて訊ねた項目とまったく同じ項目について、それらへの適応状況を尋ねた（図３－１－４）。慣れる

までに時間がかかったものの筆頭は、ギャップ同様に「担当した仕事内容」（「まったく慣れなかった」１１．５％、「多

少慣れるまでに時間がかかった」５３．７％）であり、約３分の２の人が仕事へのギャップだけではなく、慣れに関し

ても時間がかかったと回答している。以下、「会社に勤めるということ全般」（６．３％、４６．６％）「社内ルール・常

識」（１０．２％、４０．９％）「上司」（１２．７％、３７．９％）「評価のしくみ・実態」（１０．６％、３９．６％）と続く。

「全く慣れなかった」のスコアに着目すると、最も高いのが「上司」（１２．７％）であり、次いで「担当した仕事内容」

（１１．５％）「評価のしくみ・実態」（１０．６％）「職場の人間関係」（１０．２％）「社内ルール・常識」（１０．２％）となっ

ている。特に人的な側面に対して適応に苦心しているという様が窺える。

●信頼できる人物との出会い

　１年目での信頼できる上司・先輩との出会いについても尋ねた（図３－１－５）。「とてもそう思う」（３７．７％）「多

少はそう思う」（３９．０％）を合わせて４分の３強の人が良質な出会いがあったと回答している。人間関係に苦心して

いるという側面はありつつも、特定の上司・先輩という心の支えの存在とは巡り合っていると考えられる。
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３－２　転職実態と転職意向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　転職経験について訊ねたところ（図３－２－１）、１９．９％が「ある」と回答した。男女の内訳は変わらないが、卒

業年次が進むにつれ経験率は上昇し、６年目以降になるとその数値は４割を超える。転職の時期（図３－２－２）は１

年目（３１．１％）、２年目（３１．３％）が多くを占め、会社・職業とのミスマッチ、仕事・職場との不適応などがこ

れらを引き起こしているのではないかと想定される。

　転職後の就業形態（図３－２－３）は正社員の比率が６５．２％と、約３分の２となっており、残りの３分の１は契

約社員などの非正規雇用となっている。その傾向は男性より女性のほうが、また近年になるほど高くなっている。この
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要因は社会人となってから一定年数を経ない転職が労働市場から評価されないという側面と、リーマンショック以降の

転職市場の冷え込みの両側面からくるものと考えられる。

　転職の理由（図３－２－４）の上位は「勤務条件への不満（３４．８％）」「精神的にきつい仕事だから（３２．５％）」

「会社の将来性や方向性への不安（３１．５％）」となっており、新卒で入社した企業や担当した仕事の実態に対する不

満や違和感がその主たる動機となっている。次いで、「成長を実感できなかったから（２７．１％）」が続くが、この項

目は２１世紀初頭の調査（「『仕事にまつわる意識』アンケート」/リクルート ワークス研究所　Works 編集部 /2004 年）

においては転職理由の筆頭となっていた。転職理由は、リーマンショックを境に、ポジティブなものから不安や不満を

中心としたネガティブなものへとシフトしている。

　１年目に退職しなかった人に、１年目の退職意向を訊いた（図３－２－５）。「常に思っていた（１０．９％）」、「よく

思っていた（２０．８％）」、「たまに思っていた（２３．９％）」と、過半数の人が初年時に入社組織に関する違和感や不

満を抱いていたことが窺える。またこの傾向は、男性より女性により顕著である。

３－３　「大学生活」が「リアリティショック」に及ぼす影響
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　大学生活における優先順位や価値観の変化、形成された能力や態度、就職活動の実態などが入社後のギャップや適応

状況にどのような影響を及ぼしているのかを重回帰分析を用いて探索した。被説明変数に「会社・仕事・職場でのギャッ
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プ（合計得点）」、説明変数として「大学生活での優先順位」「大学生活での考え方や価値観の変化」「基礎力」「大学生

活の忙しさ」「ローカスオブコントロール」「信頼感」「キャリア観」「インターンシップ経験」「キャリアに関する受講

経験」「就職活動の開始・終了時期」「就職活動社数」「就職活動への取り組み度合い」「入社企業志望度」「就職活動充

実度」「大学時代の友人との交流」「大学生活満足度」を投入したところ、図３－３－１に掲示したものが有意であった。

有意水準０．１％未満を示しているのが「入社した企業の満足度」と「フィット志向」である。入社した企業の満足度

が高ければ高いほど、ギャップは少ないが、自分にあった企業を探したいという志向が高いほどギャップが大きいとい

うことが浮かび上がる。それ以外にも有意な項目はあるが、この回帰結果の調整済みＲ２乗値が０．１１にとどまって

おり、適合度の極めて低いモデルとなっているので上記以外の項目から何かを特定することは不適切であろう。

　同様に被説明変数を「適応状況の合計得点」に換えて施行したところ、図３－３－２に掲示する説明変数が有意で

あった。ここでも優位確率が０．１％未満の項目として「入社した企業の満足度」が挙がっており、入社した企業への

満足度が高いほど、その企業に適応しているという傾向が見てとれる。しかし、この分析結果も調整済みＲ２乗値が０．

１０８と極めて小さいため、解釈には留意が必要である。また、この結果は社会に出てからの適応状況と大学生活の実

態や評価との間には明確な関係がないということを示唆している。

３－４　「転職」「転職意向」の規定・影響要因
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　転職経験に注目し、転職する要因を規定する分析を二項ロジスティック回帰によって行った。まず、被説明変数とし

て転職経験、説明変数として「大学生活での優先順位」「大学生活での考え方や価値観の変化」「基礎力」「大学生活の

忙しさ」「ローカスオブコントロール」「信頼感」「キャリア観」「インターンシップ経験」「キャリアに関する受講経験」

「就職活動の開始・終了時期」「就職活動社数」「就職活動への取り組み度合い」「入社企業志望度」「就職活動充実度」「大

学時代の友人との交流」「大学生活満足度」を投入して分析した結果が、図３－４－１の分析①である。有意なものの

多くは、就職活動に関連したものであり、入社企業の満足度が低いほど、あるいは就職活動の充実度が低いほど、ＯＢ
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訪問の経験がないほうが、リクエスト志向が低いほど、そしてゴール志向が高いほど転職する傾向が強くなっている。

志望企業への要望が希薄で、働く先輩との出会いがないまま就職することが、転職を誘発することは十分に想定される

結果であり、就職支援のポイントを改めて浮かび上がらせている。ゴール志向が高いほど転職傾向が強いこともまた十

分に想定される結果である。現状の採用手法、就職ガイダンスやキャリア教育の方向性が転職傾向を加速している可能

性があることも示唆している。また、大学時代の友人との交流の優先順位が高いほうが転職する傾向が高いという解析

結果も抽出された。卒業後に友人と交わす会話が転職を誘発するというのは、人材バンクのキャリアアドバイザーもよ

く指摘する傾向である。

　分析①はモデルの当てはまりが決して高いとは言えないため、新たに「入社後のギャップ」「入社後の適応状況」「１

年目の状況」という説明変数を加えて分析をした結果が分析②である。分析①で有意であったものはＯＢ訪問経験以外

は有意であり、更にギャップや適応状況、１年目の状況に有意なものが見られた。強く有意なものとして、１年目に信

頼できる先輩・上司に出会えないほど、転職するという傾向が強いということが抽出された。　　　　　　　　　　　

　

　１年目に転職しなかった人を対象に、１年目の退職意向への影響要因を探索する重回帰分析を行った。結果を図３－

４－２に示す。キャリア観の多くが転職意向に密接なつながりがある。エスケープ志向、ワンダー志向、あるいはラブ

志向が高いほど、そしてグロー志向が低いほど、転職意向が高まるという傾向が見てとれる。初年時のギャップ・適応

状況も密接なつながりがあることがわかる。双方に共通しているのは担当した仕事内容であり、担当した仕事内容への

ギャップが大きいほど、あるいは担当した仕事内容に慣れるまでの時間がかかればかかるほど、転職意向は高まる傾向

にある。また、初年時の仕事の難易度が高いほど、あるいは仕事の達成度が高いほど、転職意向は高まる。また、１年

目に信頼できる先輩・上司に出会っていないと、転職意向が高まるという傾向はここでも見てとれる。
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Ｐａｒｔ４ 現状評価と自我アイデン　
　　　　　ティティの確立

４－１　現状評価

　現在の勤務先への満足度を訊ねたところ（図４－１－１）、「とても満足している（１７．８％）」「まあ満足している

（４９．１％）」と合わせて７割弱の人が勤務先に対して満足であると回答している。同様に現在の仕事に関する満足度

も聞いているが（図４－１－２）、「とても満足している（１６．９％）」「まあ満足している（４６．６％）」が合わせて

６割を超えている。仕事満足度は卒業後４年目以降になると大きく跳ねあがっている。同様の傾向は会社満足度に関し

ても若干見られるが、さほど顕著なものではない。３年間の初期キャリアを経て仕事の成熟度が増すことにより満足度

が高まると想定される。

　新卒で入社した時点と現在とでの仕事に対する意欲の変化を聞いたところ（図４－１－３）、「非常に高くなった

（２０．７％）」「少しは高くなった（３５．４％）」と、過半数が意欲が向上したと答えている。この傾向は女性に比べ男

性で顕著である。また、卒業後の経過年数が増えるほど、この傾向は顕著になっている。

　現在の仕事に携わる中でどの程度成長を実感しているかについても聞いた（図４－１－４）。成長実感が「よくある

（２８．２％）」「ときどきある（５５．６％）」合わせて８割以上の人が成長を実感している。この傾向は男性に比べ女性

で若干強く、また、卒業後年次が上昇するにつれて向上するが、４年目以降はその水準は変わらない。　　　　　　　
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４－２自我アイデンティティの確立

　自我アイデンティティは、「対自的同一性」「自己斉一性・連続性」「対他的同一性」「心理・社会的同一性」の４つの

次元から訊ねている。それらの次元・尺度を構成する設問の回答結果を図４－２に示す。「対自的同一性」は「かなり
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あてはまる」「どちらかというとあてはまる」と回答する傾向が強く（リバース設問については「どちらかというとあ

てはまらない」「ほとんどあてはまらない」）、同様の傾向は「心理・社会的同一性」においても見られる。「自己斉一性・

連続性」は全てがリバース設問であることも影響して「かなりあてはまる」「どちらかというとあてはまる」という回

答は全体的に少なくなっている。「対他的同一性」に関してはどちらへの偏りが強いというような傾向はみられない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４－３現状評価の影響要因　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
　現状評価に影響する要因を特定するために重回帰分析を行った（図４－３）。説明変数として現在の会社満足度、現

在の仕事満足度を設定し、被説明変数として「大学生活での優先順位」「大学生活での考え方や価値観の変化」「基礎力」

「大学生活の忙しさ」「ローカスオブコントロール」「信頼感」「キャリア観」「インターンシップ経験」「キャリアに関す

る受講経験」「就職活動の開始・終了時期」「就職活動社数」「就職活動への取り組み度合い」「入社企業志望度」「就職

活動充実度」「大学時代の友人との交流」「大学生活満足度」「入社後のギャップ」「入社後の適応状況」「１年目の状況」

「仕事に対する意欲の変化」「仕事を通じた成長」「自我アイデンティティ」「現在の仕事（会社）満足度」を投入して分

析を行った。

　会社満足度に影響を及ぼす要因は現在の仕事満足度が圧倒的に高い係数を示しており、次いで仕事に対する意欲の変

化も高い係数・有意確率を示している。その他もいくつか有意な変数が存在するが係数は小さいものとなっている。

　現在の仕事満足度を規定する要因は、現在の会社満足度の係数がきわめて高く、次いで仕事に対する意欲の変化、仕

事を通じた自分の成長、自己斉一性・連続性となっている。会社満足度に比べ、仕事満足度において自我アイデンティ

ティの一構成要素である自己斉一性・連続性が有意に認められるのは特徴的である。

４－４自我アイデンティティの影響要因
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　自我アイデンティティの形成に影響を及ぼす要因を特定するために重回帰分析を行った（図４－４）。被説明変数と

して「対自的同一性」「自己斉一性・連続性」「対他的同一性」「心理・社会的同一性」、説明変数として「大学生活での

優先順位」「大学生活での考え方や価値観の変化」「基礎力」「大学生活の忙しさ」「ローカスオブコントロール」「信頼

感」「キャリア観」「インターンシップ経験」「キャリアに関する受講経験」「就職活動の開始・終了時期」「就職活動社数」

「就職活動への取り組み度合い」「入社企業志望度」「就職活動充実度」「大学時代の友人との交流」「大学生活満足度」「入

社後のギャップ」「入社後の適応状況」「１年目の状況」「仕事に対する意欲の変化」「仕事を通じた成長」「現在の仕事・
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会社満足度」を投入して分析を行った。

　「対自的同一性」に影響を及ぼす要因は係数の高い順に仕事に対する意欲の変化、信頼感／自己への信頼、ゴール志向、

信頼感／不信（マイナス相関）、現在の仕事満足度である。

　「対他的同一性」に影響を及ぼす要因は信頼感／不信（マイナス相関）、現在の仕事満足度、仕事に対する意欲の変化、

ゴール志向（マイナス相関）、信頼感／自己への信頼である。

　「自己斉一性・連続性」に影響を及ぼす要因は、信頼感／不信（マイナス相関）、ローカスオブコントロール、現在の

会社満足度、面接参加企業数、ゴール志向（マイナス相関）となっている。

　「心理・社会的同一性」に影響を及ぼす要因は、信頼感／自己への信頼、現在の仕事満足度、信頼感　/　不信（マイ

ナス相関）、仕事に対する意欲の変化、ローカスオブコントロール、現在の会社満足度となっている。

　４つの次元・尺度のうち、３つ以上に影響を及ぼす（有意である）ものは、信頼感／自己への信頼、信頼感／不信、

エスケープ志向、ゴール志向、仕事に対する意欲の変化、現在の仕事満足度、となっているが、ゴール志向だけがプラ

ス相関とマイナス相関が混在する結果となっている。

　大学時代に形成・獲得された説明変数の中で、現在のアイデンティティ形成状況に影響を及ぼしている主な項目は、

信頼感／自己への信頼、信頼感／不信、エスケープ志向、ゴール志向である。大学時代に何をしたか、どのような能力

が培われたかではなく、どのような職業的態度が形成されているかが影響を及ぼしていることが確認された。この傾向

は、転職実態・転職意向においても観測されたものである。
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　ゴール志向は、自我アイデンティティの一部にはプラスに働きながら、仕事満足度の影響要因である「自己斉一性・

連続性」にはマイナスの影響を与える。Ｐａｒｔ３で確認したように転職経験への影響があり、Ｐａｒｔ１で確認した

ように信頼感／不信との相関もある。「やりたいこと =ゴールを見つけよう」「あなたのやりたいこと =ゴールは何で

すか」といった頻出フレーズに見られるように就職活動、就職支援において、ゴール志向は強化されることが類推され

る。今後の就職活動、就職支援・就業力支援を考える上で、極めて重要な示唆をはらんだ結果だといえるだろう。
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【調査主体と委託先について】 

このアンケートは、青山学院大学が実施主体となり、設計・分析を 

（株）リクルート ワークス研究所に委託しています。 

リクルートワークス研究所は働く人と組織に関する研究機関です。 

詳細は WEB サイトをご覧ください。(http://www.works-i.com/) 

 

 

勝手ではございますが、集計分析の都合上、 

2010 年 1 月 15 日(金曜日)までに、同封の返信用封筒にて、御投函ください 

  

 

20 代のキャリアと 

大学時代の経験に関するアンケート 
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Q1. あなたの年齢を教えてください。          

 （   26.1   ）歳 

 

 

Q2. あなたの現在の働き方（就業形態）は、次のどれにあたりますか。（１つに○） 

   1. 正社員・正職員 77.4  2. 契約社員・嘱託 4.9  3. フリーター（社会人アルバイター）  2.5  4. パートタイマー  1.2 

   5. 派遣 1.6  6. 業務委託（一社専属） 0.3  7. 業務委託（複数社と契約）  0.2  8. その他 2.3   9. 無職  3.0 

 

 

Q3. 青山学院大学卒業後から数えて、現在は就職して何年目にあたりますか。（１つに○） 

   1. １年目 18.2  2. ２年目 16.4   3. ３年目 16.0   4. ４年目  15.3  5. ５年目 13.7  6. ６年目以降  9.5 

 

 

Q4. 現在の勤務先での、あなたの職種は何ですか。（１つに○） 

   1.  営業職 21.1  2. 事務職 31.7  3. 企画職  4.8  4. サービス職 7.1  5. 販売職 3.2  6. クリエイティブ職 1.5 

   7.  専門職 9.3  8. 技術職 1.1  9. ソフトウェア・ネットワーク技術職  2.6 10. その他 7.0  （NA＝10.2） 

 

 

Q5. 現在の勤務先の業種は何ですか。（１つに○） 

   1.  農林漁業 0.2  2. 鉱業 0.1  3. 建設業 0.9  4. 製造業 10.3  5. 電気・ガス・熱供給・水道業  0.4  

6. 情報通信業 9.6  7.  運輸業  3.6 8. 卸売・小売業 9.3  9. 金融・保険業  18.6 10. 不動産業 2.0 

11. 飲食店・宿泊業  0.8  12. 医療・福祉 2.5 

   13. 教育・学習支援  9.7 14. 郵便 0.1  15. サービス業  14.1 16. 公務 6.6 （NA=11.1） 

 

 

Q6. 現在の勤務先の従業員数（常用雇用のアルバイト・パートを含む人数）は会社全体でどれくらいですか。（１つに○） 

1.  4 人以下 1.5   2. 5～9 人  1.9  3. 10～19 人  2.6  4. 20～29 人  2.3  5. 30～49 人  4.6  6. 50～99 人 5.3 

7.  100～299 人  8.8  8. 300～499 人  5.3  9. 500～999 人  8.0  10. 1000～1999 人  8.3 11. 2000～4999 人 10.4 

12.  5000 人以上 24.5   13. 公務（官公庁） 5.5 （NA=10.9） 

 

 

Q7. 現在のあなたの年収（2008 年 4 月～2009 年 3 月末までの税込みの実績）をお答えください。（１つに○） 

1. 100 万円未満   2.0        2. 100 万円以上 200 万円未満   4.9  3. 200 万円以上 300 万円未満  21.1 

   4. 300 万円以上 400 万円未満  29.3  5. 400 万円以上 500 万円未満  17.0  6. 500 万円以上 600 万円未満 6.3 

   7. 600 万円以上 700 万円未満  2.4  8. 700 万円以上 800 万円未満  0.7  9. 800 万円以上 900 万円未満 0.5 

   10. 900 万円以上 1000 万円未満   0.1  11. 1000 万円以上  0.6  12. 社会人になって１年目なので答えられない 4.9 

（NA=10.2） 

現在のあなたについてお聞きします。 

※特に指定がない場合、N=3725（全回答者）

数値は単位のないものはすべて全体を 
100 とした場合の％ 
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Q8. 青山学院大学へはどのような手段で入学しましたか。（１つに○） 

＜一般入試＞ 1.  一般入試（センター試験含む）   69.6 

＜推薦入試＞ 2.  指定校推薦  10.1  3. キリスト教関連推薦 1.0 4. スポーツ推薦 1.3 5.その他推薦（AO、自己推薦など）0.1 

＜特別入試＞ 6. 社会人 3.0 7. 帰国子女 0.9 8. 外国人留学生 0.3 9. 海外就学経験者 0.1 

＜その他＞  10. 編入学・転部試験  2.8 11. 高等部からの内部進学 10.5 （NA=0.3） 

 

 

Q9. 次の項目の、あなたの大学生活の中での優先順位はどのくらいでしたか。また、これらの活動によって、どの程度自分の考

え方や価値観が変わりましたか。（それぞれ１つに○） 

 

とても 

優先順

位が高

かった 

/とても変

わった 

やや 

優先順位

が 

高かった 

/少しは変

わった 

どちらとも

いえない 

あまり優先

順位は高く

なかった 

/あまり変

わらなかっ

た 

全く優先

順位は高く

なかった 

/全く変わ

らなかった 

この活動

の機会は 

なかった 

NA 

1. 講義 
優先順位 28.4 44.2 13.0 12.1 1.7  0.6 

自分の変化 18.7 46.1 19.9 11.9 2.5 1.0 

2. ゼミ 
優先順位 32.7 31.9 10.4 10.8 3.2 

10.4 
0.5 

自分の変化 28.2 31.6 14.2 10.4 4.2 0.9 

3. 講義・ゼミの時間以

外の学び（※1） 

優先順位 19.2 36.2 22.6 15.7 4.4  2.0 

自分の変化 17.8 30.9 28.6 14.8 5.7 2.2 

4. 大学のカリキュラム

以外の学び（※2） 

優先順位 15.4 26.4 20.8 18.7 7.6 
10.2 

0.8 

自分の変化 16.5 24.4 23.9 15.3 8.4 1.3 

5. 大学の行事・イベン

ト（学園祭など） 

優先順位 10.9 20.4 18.2 23.0 15.4 
11.2 

0.8 

自分の変化 10.6 18.9 21.3 20.1 16.6 1.3 

6. サークル活動・クラ

ブ活動 

優先順位 31.1 18.6 9.0 11.1 9.8 
19.7 

0.6 

自分の変化 32.7 17.6 9.9 9.4 9.8 1.0 

7. アルバイト 
優先順位 22.8 37.2 14.8 15.1 5.5 

4.2 
0.4 

自分の変化 33.8 32.0 14.6 9.8 4.9 0.8 

8. 読書 
優先順位 13.2 26.2 23.1 23.7 13.2  0.6 

自分の変化 19.2 29.0 24.5 15.4 10.9 1.0 

9. 友人との交流 
優先順位 53.7 31.9 8.8 4.0 1.2  0.4 

自分の変化 55.6 27.9 9.4 4.0 2.3 0.8 

10..就職活動 
優先順位 35.7 28.4 15.7 9.7 9.3  1.2 

自分の変化 38.4 28.4 16.1 6.8 8.8 1.4 

※1・・・予習・復習、課題・レポート、試験勉強など  ※2・・・資格取得のための勉強など 

あなたの大学時代についてお聞きします。 



4 
 

Q10. あなたは、次のような能力について、大学に入学した当時と、大学を卒業した当時において、それぞれどの程度持ってい

たと思いますか。（それぞれ１つに○） 

  

 
十分に持

っていた

多少は持

っていた

どちらとも

いえない

あまり持っ

ていなか

った 

全く持って

いなかっ

た 

NA 

Ａ 円満な人間関係を築く力 
入学時 12.2 48.3 18.0 19.1 2.3 0.1 

卒業時 29.2 55.2 11.0 3.7 06. 0.3 

Ｂ 人と協力しながら物事に取り組む力 
入学時 12.8 49.3 19.9 15.4 2.3 0.2 

卒業時 28.1 53.9 12.6 4.5 0.5 0.4 

Ｃ 目標に向かって人や集団をひっぱる力 
入学時 5.9 27.0 28.0 30.9 2.3 0.3 

卒業時 14.6 36.9 28.3 15.8 4.0 0.3 

Ｄ 自分の感情をコントロールする力 
入学時 16.4 37.6 22.8 19.9 3.0 0.2 

卒業時 26.4 51.6 15.9 4.9 1.0 0.2 

Ｅ やる気を維持する力 
入学時 16.5 42.1 23.9 15.0 2.4 0.2 

卒業時 23.0 44.7 23.1 7.6 1.4 0.2 

F 良い行動を習慣として続けられる力 
入学時 11.0 35.9 32.4 18.1 2.4 0.2 

卒業時 16.7 41.9 30.4 9.6 1.1 0.3 

G 情報を収集・分析して、課題を発見する力 
入学時 5.1 25.3 33.8 30.6 5.1 0.1 

卒業時 21.5 48.9 19.9 8.2 1.3 0.2 

H 課題解決のための計画を立案する力 
入学時 4.9 25.1 37.6 27.7 4.6 0.1 

卒業時 16.7 46.6 26.4 8.8 1.5 0.1 

I 行動を起こし、最後までやりきる力 
入学時 14.7 39.3 27.5 15.9 2.4 0.2 

卒業時 31.6 45.3 17.1 4.8 0.9 0.3 

 

 

Q11. 大学時代にインターンシップに参加した経験がありますか。下記のうち、あてはまるものがあれば○をつけてください（いく

つでも）。 

    1.  大学主催のプログラム（単位がつくもの）に参加した 1.5 

2.  大学主催のプログラム（単位がつかないもの）に参加した 1.3 

3.  企業主催のプログラム（１週間以上の長期のもの）に参加した 6.6 

4.  企業主催のプログラム（1 週間未満の短期のもの）に参加した 7.4 

5.  専門団体主催のプログラムに参加した 2.1  

6.  インターンシップには参加しなかった 82.1 

（NA=1.3） 

 

Q12. 青山学院大学で、「キャリア」に関する講座や授業を受けたことはありましたか。（１つに○） 

   1.  あった 29.5  2.  なかった 50.8 3.  わからない 19.6  （NA=0.1） 

 

 

Q13. あなたは、あなたの大学生活をどの程度忙しいと感じていましたか。当時を振り返ってではなく、大学生当時に感じていた

こととして、あてはまるものを選んでください。（１つに○） 

1.  とても忙しい 19.2  2.  やや忙しい 39.4 3.  どちらともいえない 11.0 4.  あまり忙しくない 25.4 5.  全く忙しくない 4.9 

（NA=0.1） 
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Q14. 以下のそれぞれの文章について、あなたの大学に入学した当時の考え方、また大学を卒業した当時の考え方について、

あてはまるものを選んでください。（１つに○） 

  

 
とてもそ

う思って

いた 

ややそう

思って

いた 

どちらと

もいえな

い 

あまりそ

う思って

いなか

った 

全くそう

思って

いなか

った 

NA 

1 何でもなりゆきにまかせるのが一番だ 
入学時 8.1 28.0 15.5 32.0 16.3 0.1 

卒業時 5.4 25.2 21.8 30.3 17.1 0.2 

2 
いっしょうけんめい話せば、誰にでもわかっても

らえる 

入学時 12.4 36.3 25.3 20.6 5.2 0.2 

卒業時 8.5 28.0 30.3 26.0 7.1 0.2 

3 自分の人生は、自分自身で決定している 
入学時 26.3 33.8 18.6 17.6 3.5 0.2 

卒業時 38.4 35.8 14.4 9.0 2.1 0.3 

4 自分の人生は、運命によって決められている 
入学時 4.6 18.3 25.3 29.4 22.1 0.2 

卒業時 5.6 17.9 25.7 26.4 24.2 0.2 

5 
自分が幸福になるか不幸になるかは、偶然によ

って決まる 

入学時 2.2 10.6 23.7 33.1 30.3 0.1 

卒業時 2.7 8.6 22.3 32.5 33.8 0.1 

6 
どんなに努力しても、友人の本当の気持ちを理

解することはできない 

入学時 4.0 15.1 23.2 36.1 21.5 0.2 

卒業時 4.8 15.3 23.8 34.6 21.2 0.2 

7 努力すれば、どんなことでも自分の力でできる 
入学時 14.5 33.6 25.4 20.4 5.9 0.2 

卒業時 13.6 31.9 24.9 21.7 7.8 0.2 

8 自分の一生を思い通りに生きることができる 
入学時 8.9 23.8 26.9 26.9 13.3 0.2 

卒業時 7.5 18.7 28.9 29.0 15.8 0.2 

9 
自分の身におこることは自分の力ではどうするこ

ともできない 

入学時 2.7 13.9 30.5 38.5 14.3 0.1 

卒業時 3.3 13.2 30.0 37.7 15.7 0.1 

10 努力すれば、誰とでも友人になれる 
入学時 9.0 25.7 25.3 27.5 12.3 0.1 

卒業時 10.4 24.7 25.6 26.2 13.0 0.1 
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Q15. 以下のそれぞれの文章について、あなたの大学に入学した当時の考え方、また大学を卒業した当時の考え方について、
あてはまるものを選んでください。（１つに○） 

 

      

かなりあ

てはまっ

ていた 

どちらか

というと

あてはま

っていた

どちらと

もいえな

い 

どちらか

というと

あてはま

らなかっ

た 

ほとんど

あてはま

らなかっ

た 

NA 

1 
どうすべきかわからない問題に遭遇したときに、

非常に悩まされることが多い 

入学時 17.1 34.1 20.4 22.7 5.4 0.2 

卒業時 13.1 32.0 23.1 25.7 5.8 0.3 

2 時々、日々の習慣を変えることを試みる 
入学時 4.8 23.3 25.6 31.9 14.1 0.2 

卒業時 10.3 39.9 19.7 20.7 9.2 0.3 

3 
将来、何が流行するか、正確にわかったらいい

と思う 

入学時 8.8 16.8 25.0 25.0 23.9 0.6 

卒業時 14.3 20.4 21.0 22.2 21.5 0.2 

4 私は、背伸びした目標を掲げることが多い 
入学時 16.2 32.3 19.4 22.6 9.4 0.3 

卒業時 13.4 31.3 21.8 24.0 9.2 0.3 

5 全くなじみのない国に旅行がしたい 
入学時 24.2 19.2 15.9 20.4 20.1 0.2 

卒業時 39.3 26.4 10.8 11.1 12.2 0.3 

6 失敗してもあまり悩まないほうだ 
入学時 10.9 23.6 16.4 28.5 20.3 0.3 

卒業時 12.9 26.8 17.8 26.5 15.7 0.2 

7 変化のあまりない、淡々とした生活に憧れる 
入学時 4.2 11.7 20.5 30.7 32.7 0.2 

卒業時 4.5 12.6 20.3 29.5 32.9 0.2 

8 将来は、より予測がつく世界になることを望む 
入学時 3.2 12.2 37.5 27.0 19.8 0.3 

卒業時 4.6 16.1 33.4 25.7 19.9 0.3 

9 
以前言ったことと多少矛盾したことを言っている

と指摘されたとき、うろたえてしまう 

入学時 9.0 31.7 26.6 21.0 11.4 0.3 

卒業時 7.5 26.6 26.0 26.2 13.5 0.2 

10 
予測がつかない、きわめて不確かな生活に憧

れる 

入学時 3.3 11.6 27.9 27.7 29.2 0.3 

卒業時 3.1 9.5 27.0 29.4 30.8 00.3 

11 もし選べるとしたら、100％勝てるゲームを選ぶ 
入学時 18.1 22.4 28.3 21.0 10.0 0.2 

卒業時 17.7 21.1 28.1 21.3 11.6 0.2 

12 
自分が誰かに反対された場合、その意見に興

味を持つことが多い 

入学時 6.9 25.0 30.5 27.7 9.6 0.3 

卒業時 16.5 41.2 23.5 14.1 4.6 0.2 
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Q16. 以下のそれぞれの文章について、あなたの大学に入学した当時の考え方、また大学を卒業した当時の考え方について、
あてはまるものを選んでください。（１つに○） 

 

  

  

とてもそ

う思って

いた 

ややそう

思って

いた 

どちらと

もいえな

い 

あまりそ

う思って

いなか

った 

全くそう

思って

いなか

った 

NA 

1 
無理をしなくてもこの先の人生でも、私は信頼

できる人と出会えるような気がする 

入学時 16.8 35.2 27.1 17.3 3.5 0.1 

卒業時 22.0 36.6 24.2 14.0 3.0 0.2 

2 
相手が自分を大切にしてくれるのは、そうする

ことによって相手に利益があるときだ 

入学時 4.0 17.0 28.1 37.1 13.6 0.3 

卒業時 4.6 18.5 27.5 34.9 14.2 0.3 

3 私は現実に信頼できる特定の他人がいる 
入学時 33.5 32.6 17.7 12.5 3.5 0.2 

卒業時 54.8 31.5 8.3 3.5 1.6 0.3 

4 
自分で自分をしっかり守っていないと、壊れて

しまいそうな気がする 

入学時 10.4 23.3 24.5 27.0 14.4 0.4 

卒業時 14.5 26.6 21.9 22.4 14.3 0.3 

5 私は、自分自身が、信頼に値する人間だと思う 
入学時 11.8 31.0 37.0 15.7 4.4 0.1 

卒業時 13.6 36.7 33.1 13.0 3.6 0.1 

6 
気をつけていないと、人は私の弱みにつけ込

もうとするだろう 

入学時 3.0 11.5 21.5 36.1 27.6 0.3 

卒業時 4.5 13.6 21.1 33.3 27.3 0.3 

7 
私は自分の人生に対し、何とかやっていけそう

な気がする 

入学時 23.4 41.7 22.6 9.6 2.4 0.3 

卒業時 27.5 47.0 16.7 6.4 2.0 0.2 

8 
私は、自分自身の行動をある程度はコントロー

ルすることができるという確信を持っている 

入学時 19.1 43.7 24.0 10.9 2.1 0.2 

卒業時 24.8 49.2 17.4 6.7 1.7 0.3 

9 一般的に、人間は信頼できるものだと思う 
入学時 14.8 38.7 30.6 11.9 3.9 0.2 

卒業時 13.9 39.1 31.0 11.6 4.2 0.3 

 

Q17. 大学時代の友人（青山学院大学以外の友人を含む）との交流は、現在も続いていますか。（１つに○） 

1.  多くの友人との交流を続けている 17.0  →SＱ17 へ 

2.  特定の友人との交流を続けている 68.6  →SＱ17 へ 

3.  大学時代の友人との交流は、ほとんどない 8.0  →Ｑ18 へ   

(NA=6.4) 

SQ17. それはどのような交流ですか。（いくつでも） 

1.  日常的に会っている 19.8 

2.  日常的に電話で話している 9.8 

3.  日常的にメールやインターネット上でのやり取りをしている 33.7 

4.  たまに会っている 78.6 

5.  たまに電話で話している 25.3 

6.  たまにメールやインターネット上でのやり取りをしている 44.0 

 

Q18. あなたは、あなたの大学生活にどの程度満足していますか。当時ではなく、今現在の満足度をお答えください。 

（１つに○） 

    1.  とても満足している  28.6   2.  まあ満足している 44.2  3.  どちらともいえない  7.2 

4.  あまり満足していない 9.3   5.  全く満足していない 2.1   (NA=8.7) 

 

  SQ18． 上記のようにお答えになった理由をお書きください。 
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Q19. 青山学院大学を卒業した後、あなたの就職までの状況についてあてはまるものをお選びください。（１つに○） 

   1. 卒業してすぐ、民間企業に正社員として就職した  65.6 

   2. 卒業してすぐ、公的機関（公務員、教員等）または準公的機関（独立行政法人等）に正規職員として就職した  8.6 

   3. 卒業してすぐ、正社員・正規職員以外の雇用形態（契約社員・嘱託、アルバイト、パート、業務委託等）に就職した  8.5 

   4. 卒業したあと、就職するまでにブランクの期間があった 9.7 →Q34（12 ページ）へ 

   5. 就職しなかった 6.4 →Q50（14 ページ）へ 

    (NA=1.3) 

Q20. 就職活動に関する具体的な行動（就職情報サイトに登録する、ガイダンスに参加するなど）を起こしたのはいつ頃でした

か。※留年された場合は、通算で数えた年次でお答えください。（２度目の４年生の時なら、「５年生」とご記入ください） 

   （          ）年生の（         ）月頃 

 

Q21. セミナーや説明会に参加した企業は何社くらいありましたか。 

   およそ（   27.9    ）社 

 

Q22. OB 訪問はしましたか。した場合、何人に会いましたか。 

   1. した 37.8 →（         ）人 

   2. しなかった  61.2 

   （NA=1.0） 

Q23. 実際に選考に応募した（エントリーシートを提出した）企業は何社くらいありましたか。正確に覚えていない場合は、おおよ

その数をご記入ください。 

（    23.6   ）社 

 

Q24. 面接に進んだ企業は何社くらいありましたか。正確に覚えていない場合は、おおよその数をご記入ください。 

（    11.9   ）社 

 

Q25. 内定をもらった企業は何社くらいありましたか。正確に覚えていない場合は、おおよその数をご記入ください。 

（    2.1    ）社 

 

Q26. 就職活動中の、下記の各活動はどの程度熱心に取り組みましたか。（１つに○） 

  
とても熱心に

取り組んだ 

多少は熱心

に取り組んだ

どちらともい

えない 

あまり熱心に

取り組まなか

った 

全く熱心に取

り組まなかっ

た 

NA 

1 自己分析 27.9 38.4 11.0 14.6 6.2 1.8 

2 企業探し 32.1 35.4 11.9 12.7 6.0 1.9 

3 エントリーシート作成 35.5 35.6 10.6 10.1 6.3 2.0 

4 面接対策 23.1 33.9 16.1 17.6 7.5 1.8 

 

大学時の就職活動についてお聞きします。 

N=3077 

N=3077

N=3077 

N=3077 

N=3077 

N=3077 
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Q27. 下記のうち、自己分析やエントリーシートの記入、面接等にあたってとった行動があれば○をつけてください。 

（○はいくつでも）  

1.  大学の先生への相談 12.2  2. 大学の就職課・キャリアセンターでの相談 37.2  3. 友人・知人への相談  67.7 

4. 親・兄弟・親戚への相談  44.3 5.  キャリアコンサルタントへの相談 6.7   6. マニュアル等の活用  50.6  (NA=7.7) 

Q28. エントリーシートや面接において、あなたは自分をよりよく見せるための工夫（事実より大げさに書く、本音とは違うことを言

う、など）をしましたか。（１つに○） 

1.  かなりした 8.4  2. 少しはした 50.0  3. どちらともいえない 7.0  4. あまりしなかった 22.1 5. 全くしなかった 10.8 

(NA=1.6) 

 

＜あなたが「最終的に入社を決めた企業」についてお聞きします＞ 

Q29. その企業への入社を決めた（就職活動を終えた）のはいつ頃でしたか。 

    ※留年された場合は、通算で数えた年次でお答えください。（２度目の４年生の時なら、「５年生」とご記入下さい） 

 （       ）年生の（       ）月頃 

 

Q30. その企業は、次のうちどれに該当しますか。（１つに○） 

1.  就職活動当初からの第一志望企業  17.3 

2.  当初は違ったが、就職活動を進める中で第一志望になった企業 47.6 

3.  1、2 以外の企業 32.9 

(NA=2.2) 

Q31. その企業に入社することについて、どの程度満足していましたか。（１つに○） 

 1. 大変満足だった 35.7 

 2. まあ満足だった 43.4 

 3. どちらともいえない 10.1 

 4. やや不満だった 5.8 

 5. 大変不満だった 2.7 

(NA=2.3) 

 

N=3077 

N=3077 

N=3077

N=3077
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Q32. 以下のそれぞれの文章について、就職活動終了時点ではどのように思っていましたか。あなた自身がどのように思って

いたかを回答してください。（それぞれ１つに○） 

  
  

かなりそう思

っていた 

ややそう思

っていた 

どちらともい

えない 

あまりそう思

っていなか

った 

ほとんどそう

思っていな

かった 

NA 

1 自分の能力・スキルは、自分が自律的に高めるべきだ 48.3 42.6 5.6 2.5 0.2 0.9 

2 ビジョン・理念に共感できない会社では、働きたくない 35.9 38.8 14.9 8.1 1.5 0.9 

3 キャリアの勝ち組にはなれそうにない 12.2 23.9 31.1 22.1 9.5 1.2 

4 面白い仕事であれば、給与が少なくても構わない 13.7 33.1 19.1 24.9 8.1 1.1 

5 社員の成長をサポートしてくれない会社では、働きたくない 24.0 46.1 17.3 9.9 1.7 1.0 

6 自分の専門領域を早くに決めたい 14.6 23.5 26.9 26.6 7.6 0.9 

7 一つの会社で長く働きたい 30.3 27.2 18.0 15.4 7.9 1.0 

8 働いている時間より、プライベートの時間のほうが大切だ 18.3 24.7 30.9 20.7 4.5 0.9 

9 自分にとってよりよい会社があれば、転職するのに抵抗はない 28.7 30.8 16.9 17.0 5.7 0.9 

10 働いている時間とプライベートの時間をはっきりと区別したい 38.1 35.2 13.6 10.1 1.9 0.9 

11 責任ある仕事を任されたい 31.7 38.9 17.2 9.0 2.3 0.9 

12 普通に働いて、それなりの暮らしができれば十分だ 18.4 39.1 18.8 17.2 5.7 0.9 

13 
働いている時間を充実させることは、人生を充実させる上で重要

だと思う 
40.9 41.8 10.4 5.2 0.9 0.8 

14 キャリアの勝ち組になりたい 17.3 27.1 23.6 20.6 10.5 0.9 

15 自分にとって、働くことはお金を獲得するための手段にすぎない 6.5 17.7 23.4 36.1 15.4 0.8 

16 自分らしい職業・仕事に就きたい 46.7 38.8 9.9 3.2 0.6 0.8 

17 
自分の進む道（職業・仕事）は、誰になんと言われようと自分で決

めたい 
30.3 37.0 20.2 10.7 0.9 0.9 

18 何かを得るための手段としてよりも、働くこと自体を楽しみたい 23.0 40.6 22.0 11.4 2.0 0.9 

19 会社・職場の人々とは、友達のような関係でいたい 10.1 26.3 30.5 24.2 7.9 0.9 

20 自分のためにならない会社なら、転職するだろう 27.0 32.9 22.7 13.3 3.1 1.0 

21 仕事を通じて、自分自身を成長させていきたい 54.3 36.3 5.9 2.1 0.4 0.9 

22 
一方的に指示命令を受けるようなスタイルの会社では働きたくな

い 
23.7 34.5 26.6 12.5 1.8 0.9 

23 自分に合った職業・仕事に就きたい 56.3 35.8 5.4 1.3 0.3 1.0 

24 
自分の適性に合った仕事の機会を提供してくれる会社で働きた

い 
39.6 42.5 13.6 3.0 0.4 0.9 

25 会社・職場の人々とは、一定の距離を置いていたい 8.6 25.8 33.8 26.3 4.6 0.9 

26 働いている会社には、愛着や一体感を感じていたい 25.5 44.7 19.6 7.8 1.5 0.9 

27 働くのは、自立した大人にとっては当然のことだと思う 57.4 32.2 6.4 2.4 0.6 0.9 

28 仕事のやり方・進め方は自分に任せてほしい 11.0 28.6 39.5 18.0 1.9 0.9 

29 働くのは、自分自身の能力や人間性を高めるための手段である 24.8 47.6 18.6 6.9 1.1 0.9 

30 フリーターとして働いてもいい 3.0 5.9 7.5 16.1 66.5 1.0 

31 5 年後、10 年後のキャリアプランを明確に決めて働きたい 9.3 24.0 27.8 29.3 8.5 1.0 

32 やりたいことができないのなら、働く意味がないと思う 6.3 16.4 26.9 35.6 13.8 0.9 

33 所属する会社を成長・発展させるために働きたい 10.2 29.2 25.4 24.6 9.6 0.9 

34 
社会のためよりも、自社の利益の追求のために事業を行っている

ような会社では、働きたくない 
13.6 30.9 34.2 16.7 3.6 0.9 

N=3077
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かなりそう思

っていた 

ややそう思

っていた 

どちらともい

えない 

あまりそう思

っていなか

った 

ほとんどそう

思っていな

かった 

NA 

35 勤勉に働くのは、大切なことだと思う 37.6 49.2 9.0 2.7 0.6 0.9 

36 仕事を通じて、高い専門知識や技術を身につけたい 34.2 44.2 13.6 6.3 0.6 1.0 

37 名前の知られた会社で働きたい 27.7 39.7 15.2 11.0 5.2 1.1 

38 緊張感のある職場では、働きたくない 4.7 18.2 35.4 32.2 8.3 1.1 

39 
自分が何に向いているか分からないので、いろいろな仕

事・職種を体験したい 
12.8 32.2 24.6 20.9 8.5 1.0 

 

Q33. あなたの就職活動は、全体的にどの程度充実していたと思いますか。（１つに○） 

     1.  とても充実していた  15.8  2.  まあ充実していた  43.4  3.  どちらともいえない  20.0 

4.  あまり充実していなかった  13.7  5.  全く充実していなかった 4.6  (NA=2.5) 

N=3077 
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Q34. あなたはこれまでに転職をしたことがありますか。（１つに○） 

    1. ある 23.2  →Q35 へ 

 2. ない 74.8  →Q41（このページの一番下）へ 

 (NA=2.0) 

＜転職したことのある方全員にお聞きします＞ 

Q35. 大学を卒業して最初に就職した会社の業種は何でしたか。（１つに○） 

   1.  農林漁業 0.4  2. 鉱業 0.0  3. 建設業 0.6  4. 製造業 5.8  5. 電気・ガス・熱供給・水道業 0.3   

6. 情報通信業  14.7   7.  運輸業 2.5  8. 卸売・小売業 13.9  9. 金融・保険業 14.6  10. 不動産業  2.9  

11. 飲食店・宿泊業 1.5  12. 医療・福祉 3.0 

   13. 教育・学習支援 10.4  14. 郵便  0.3  15. サービス業 25.4  16. 公務 2.8   (NA=1.0) 

Q36. 大学を卒業して最初に就職したときのあなたの職種は何でしたか。（１つに○） 

  1.  営業職 29.0  2. 事務職 27.9  3. 企画職 3.1  4. サービス職 11.3  5. 販売職 6.7  6. クリエイティブ職  3.1 

  7.  専門職 7.8  8. 技術職 1.7  9. ソフトウェア・ネットワーク技術職 2.5 10. その他 5.4   (NA=0.4) 

 

Q37. 大学を卒業して最初に就職した会社の従業員数（常用雇用のパート・アルバイトを含む）は、会社全体でどれくらいでした

か。（１つに○） 

  1.  4 人以下  1.6  2. 5～9 人  3.4  3. 10～19 人  4.5  4. 20～29 人  3.6  5. 30～49 人  3.9  6. 50～99 人 7.3 

7.  100～299 人  12.6  8. 300～499 人 8.5  9. 500～999 人 10.9  10. 1000～1999 人 11.1  11. 2000～4999 人 11.4 

12.  5000 人以上  19.8   (NA=1.3) 

 

Q38. 最初の会社を退職した理由は何でしたか。あてはまるものに○をつけてください。（いくつでも） 

1. 契約期間の満了 3.9  2. 会社倒産、人員整理・解雇 4.5  3. 結婚  4.5  4. 育児 0.5  5.介護 0.1 

6. 自分のけがや病気 5.8  7. 賃金への不満  17.0  8. 評価への不満 7.8 

9. 勤務条件（勤務時間、休日数、勤務地など）への不満 30.9 

10. 職場の人間関係への不満 20.6  11. 肉体的にきつい仕事だから 13.4   12. 精神的にきつい仕事だから 26.4 

13. 自分の能力や専門性が仕事に活かせないから 12.6   14. 仕事を通じて成長を実感できなかったから 24.6 

15. よりよい仕事や会社が見つかったから 24.2  16. 会社の将来性や方向性への不安 26.1   17.その他  16.0 (NA=0.3) 

 

Q39. ２番目に入った会社での働き方は次のうちどれでしたか。（１つに○） 

    1. 正社員/正職員 61.2  2. 契約社員/嘱託 16.8   3. フリーター 7.0   4. パートタイマー 3.5  5. 派遣 7.4 

    6. 業務委託 1.4    7. 自営業/家族従業  1.5  (NA=1.1) 

 

Q40. 最初の会社を退職したのは、入社して何年目でしたか。あてはまるものに○をつけてください。（１つに○） 

  1. １年目 33.0 →Q42（次ページ）へ 

  2. ２年目 31.2 3.３年目  17.5 4.４年目 9.7 5.５年目以降 3.6 (NA=5.0) →Q41（下）へ 

 

＜転職したことのない方と、最初の会社を２年目以降に退職した方にお聞きします。＞ 

Q41. 最初の会社の１年目に、会社を辞めたいと思ったことはありましたか。（１つに○） 

1.  常に思っていた  11.0    2.  よく思っていた  19.0   3.  たまに思っていた  23.4 

4.  ほとんど思ったことはなかった 21.0     5.  全く思ったことはなかった 21.8  (NA=3.8) 

転職についてお聞きします。 

N=3438

N=796 

N=796 

N=796 

N=796 

N=796 

N=796 

N=3066 
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＜以下は全員にお聞きします＞ 

 

 

 

Q42. 新卒で入社した会社の実態は、入社する前（就職活動中～内定期間）に想像していたものと比べてギャップがありました

か。また、それらの実態に慣れるまでに、どのくらいの時間がかかりましたか。（それぞれ１つに○） 

 ギャップがあったか 慣れるまでに時間がかかったか 

かなりギャ

ップがあ

った 

多少はギ

ャップが

あった 

ほとんど

ギャップ

はなかっ

た 

NA 
すぐに慣

れた 

多少慣れ

るまでに時

間がかか

った 

全く慣れな

かった 
NA 

1 最初の配属先の決定 19.7 25.7 53.6 1.0 51.3 40.3 6.8 1.6 

2 教育研修 16.8 30.2 51.9 1.2 60.2 31.0 7.0 1.9 

3 会社の事業方針・ビジョン 9.5 24.1 65.2 1.2 61.0 29.2 7.9 1.8 

4 社内ルール・常識 21.7 33.3 44.0 1.0 47.4 40.5 10.5 1.6 

5 担当した仕事内容 24.8 36.6 37.8 0.8 35.4 52.6 10.5 1.4 

6 評価のしくみ・実態 17.6 34.8 46.7 0.9 48.4 39.5 10.5 1.7 

7 上司 22.8 34.3 42.0 0.9 47.5 37.8 13.2 1.5 

8 同僚・先輩の能力や資質 18.9 34.5 45.7 0.9 53.2 36.3 8.8 1.7 

9 職場の人間関係 19.6 32.5 47.0 0.9 50.8 36.8 11.0 1.5 

10 勤務地 10.1 13.8 75.2 0.9 76.2 18.2 4.0 1.7 

11 勤務時間・休日 17.4 21.8 59.9 0.8 62.7 28.2 7.6 1.6 

12 給与・福利厚生 13.5 25.3 60.3 0.8 69.4 21.6 7.4 1.6 

13 会社に勤めるということ全般 12.7 37.6 48.8 0.9 46.9 45.4 6.3 1.5 

 

Q43. １年目のあなたの仕事の難易度は、どの程度だったと思いますか。（１つに○） 

1.  とても難しかった 22.7    2.  多少は難しかった 43.0   3.  どちらともいえない 11.1 

4.  あまり難しくなかった 17.3   5.  全く難しくなかった 5.4  (NA=0.5) 

 

Q44. １年目のあなたの仕事の達成状況は、どの程度だったと思いますか。（１つに○） 

1.  高い成果をあげていた 7.9   2.  そこそこの成果をあげていた 44.2   3.  どちらともいえない  27.3 

4.  あまり成果はあがらなかった 16.4   5.  全く成果があがらなかった 3.6  (NA=0.5) 

 

 

Q45. １年目の間に、信頼できる先輩や上司に出会えたと思いますか。（１つに○） 

1.  とてもそう思う  37.4   2.  多少はそう思う 37.5   3.  どちらともいえない  9.5  

4.  あまりそう思わない 7.5   5.  全くそう思わない 7.6 (NA=0.4) 

社会人１年目の時のことについてお聞きします。 

現在１年目の方は、最初の会社に入社してから現在までの範囲でお答え下さい。 

N=3438 

N=3438 
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Q46. あなたは現在の会社に満足していますか。（１つに○） 

1.  とても満足している  18.2   2.  まあ満足している  47.0  3.  どちらともいえない  15.3 

4.  あまり満足していない 11.8   5.  全く満足していない 5.3 （NA=2.4） 

 

Q47. あなたは現在の仕事に満足していますか。（１つに○） 

1.  とても満足している  18.5   2.  まあ満足している 44.6   3.  どちらともいえない  16.0 

 4.  あまり満足していない 12.5   5.  全く満足していない 6.0  (NA=2.4) 

 

Q48. 新卒で就職した当初と現在を比べて、あなたの仕事に対する意欲はどのように変化したと思いますか。（１つに○） 

1.  非常に高くなった 20.8    2.  少しは高くなった  34.7  3.  変わらない  19.5  

4.  少し低くなった 17.3   5.  非常に低くなった  5.5  （NA=2.3） 

 

Q49. あなたは、現在の仕事をしているなかで、自分が成長したとお感じになることがありますか。（１つに○） 

     1.  よくある  27.6   2.  ときどきある 53.9   3.  どちらともいえない 9.3   4.  あまりない 5.5   5.  ほとんどない 1.3 

     （NA=2.4） 

Q50. 以下のそれぞれの文章について、あてはまるものを選んでください。（１つに○） 

  
かなりあ

てはまる

どちらか

というと

あてはま

る 

どちらと

もいえな

い 

どちらか

というと

あてはま

らない 

ほとんど

あてはま

らない 

NA 

1 過去において自分をなくしてしまったように感じる 6.4 16.6 19.4 29.2 27.5 1.0 

2 自分が望んでいることがはっきりしている 22.3 39.4 21.8 13.2 2.6 0.8 

3 自分のまわりの人々は、本当の私をわかっていないと思う 6.1 20.2 29.5 32.2 11.1 0.9 

4 現実の社会の中で、自分らしい生き方ができると思う 13.2 41.1 26.6 14.3 4.0 0.8 

5 過去に自分自身を置き去りにしてきたような気がする 5.7 14.4 17.7 30.1 31.1 0.9 

6 自分がどうなりたいのかはっきりしている 20.5 34.0 23.8 16.9 4.0 0.8 

7 自分は周囲の人々によく理解されていると感じる 6.3 32.9 34.3 21.5 4.2 0.7 

8 現実の社会の中で、自分らしい生活が送れる自信がある 12.8 40.4 27.9 14.8 3.2 0.8 

9 いつのまにか自分が自分でなくなってしまったような気がする 4.3 12.4 17.9 32.1 32.5 0.9 

10 自分のするべきことがはっきりしている 20.1 38.7 23.7 14.1 2.7 0.8 

11 人に見られている自分と本当の自分は一致しないと感じる 7.2 29.0 28.4 25.0 9.4 0.8 

12 現実の社会の中で自分の可能性を十分に実現できると思う 10.8 34.5 35.3 15.9 2.7 0.9 

13 今のままでは次第に自分を失っていってしまうような気がする 5.9 14.3 17.9 30.7 30.4 0.8 

14 自分が何をしたいのかよくわからないと感じるときがある 8.5 29.3 20.0 25.5 15.9 0.8 

15 本当の自分は人には理解されないだろう 4.7 12.5 25.3 36.2 20.4 0.8 

16 
自分らしく生きてゆくことは、現実の社会の中では難しいだろうと

思う 
5.6 18.0 22.2 35.7 17.8 0.8 

17 「自分がない」と感じることがある 5.4 16.6 15.4 30.4 31.2 0.9 

18 自分が何を望んでいるのかわからなくなることがある 5.5 23.6 18.6 29.7 21.7 0.9 

19 人前での自分は、本当の自分ではないような気がする 5.3 18.8 23.7 32.1 19.3 0.8 

20 
自分の本当の能力を生かせる場所が社会にはないような気が

する 
1.7 4.4 18.9 37.9 36.4 0.8 

以降は、現在のあなたのお気持ちやお考えについてお聞きします 

N=3438

N=3438

N=3438

N=3438 
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以上で質問は終わりです。最後までお答えいただき本当にありがとうございました。 

★謝礼（Quo カード）をお送りいたします。 

プライバシーポリシーをご一読の上、必要事項をご記入ください。 

  
■■■プライバシーポリシー■■■ 

お預かりした個人情報（氏名・会社名・電話番号等）は謝礼の発送ならびに、インタビューに関するご連絡にのみ利用させていた

だきます。原則として、ご本人の承諾なしに、上記目的以外に個人情報を利用または第三者に提供する事はいたしません。ただし、

リクルートは個人情報を取扱う業務の一部または全部を外部委託することがあります。 
個人情報管理責任者：株式会社リクルート ワークス研究所 所長 大久保幸夫 
個人情報の取扱いに関するお問合せおよび情報の修正、削除等は下記までご連絡ください。 
株式会社リクルート ワークス研究所 調査研究事務局 
担当 豊田義博／阪口祐子 03-6835-9243／works@r.recruit.co.jp 

 
上記プライバシーポリシーに同意の上、以下に記入します。 

フリガナ  

お名前 
 

郵便番号  

ご住所 

 

 

★尚、今回のアンケートにご協力いただいた方の中から、何名かの方に後日個別インタビューのお願いをさ

せていただきたいと思っております。そのためのご連絡を差し上げてもよろしい場合は、チェックボックス

にチェックの上、ご連絡先を下記にご記入ください。 

（インタビューの日程は未定ですが、2010 年 1 月から 2 月、場所は東京駅近辺を予定しております。ま

た、ご協力いただいた方には別途謝礼をお渡しいたします） 

 

□個別インタビューに協力してもよい 

メールアドレス  

電話番号  

ご連絡の際の注意

事項（時間帯など） 

 

 

 

 

 

 

本調査に関する問合せ窓口 

株式会社リクルート ワークス研究所 調査研究事務局 

担当 豊田義博／阪口祐子 03-6835-9243／works@r.recruit.co.jp 

↓チェック（√）を入れてください！ 
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